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理
事
長 　

玉
　
津
　
眞
　
史

　

例
年
に
な
く
寒
い
冬
も
終
わ
り
、
春
ら
し
い
季
節
に
な
り
、

全
国
各
地
か
ら
桜
の
便
り
が
聞
こ
え
て
く
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、

収
束
の
時
期
が
未
だ
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
組
合
事
業
に
お
き

ま
し
て
も
、
令
和
二
年
度
の
事
業
計
画
が
、
予
定
通
り
に
実
行

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

事
業
を
進
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
年
も
七
月
四
日
、
第
二
十
八
回
大
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
開
催
、
八
月
二
日
、
港
ま
つ
り
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
函
館
」
の
参

加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る
組
合
員
が
大
勢
い
ま
す
。
今
年
は
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
組
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
ご
ろ
感
染
予
防
に
お
い
て
は
、
ご
協
力
頂
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
感
染
予
防

対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
日
電
工
連
合
同
会
議
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
電
気
工
事
士

法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
が
予
定
と
あ
り
ま
し
た
。
令
和
三
年

四
月
一
日
施
行
、『
第
一
種
電
気
工
事
士
へ
の
実
務
経
験
年
数

の
短
縮
化
』
第
一
種
電
気
工
事
士
の
免
許
取
得
に
際
し
て
必
要

な
実
務
経
験
が
、
一
律
三
年
以
上
と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。（
以

前
は
大
学
、
高
専
の
電
気
工
学
系
卒
の
者
で
三
年
以
上
、
そ
れ

以
外
の
者
で
五
年
の
実
務
経
験
が
必
要
。）　

ま
た
電
気
工
事
士

等
免
状
（
第
一
種
電
気
工
事
士
免
状
、
第
二
種
電
気
工
事
士
免

状
、
特
殊
電
気
工
事
資
格
者
認
定
証
、
認
定
電
気
工
事
従
事
者

認
定
証
）
を
紙
に
よ
る
交
付
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
に
よ

る
交
付
と
し
て
、
様
式
変
更
を
令
和
四
年
四
月
一
日
に
施
行
予

定
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
化
で
携
帯
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
か
い
気
温
の
上
昇
と
共
に
、
気
候
も
変
化

し
ま
す
。
組
合
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
康
に
充
分
留
意
さ
れ
、

今
年
一
年
無
事
故
、
無
災
害
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予

防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
の
消
毒
、
三
蜜
の
回
避
の
徹

底
を
し
て
仕
事
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
　
挨
　
拶
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役
員
会
だ
よ
り

第
五
回
役
員
会 

二
・
十
・
三
十

一
、  
経
過
報
告

 
 

㈱
平
松
電
気
工
務
所
代
表
者
ご
母
堂
逝
去

 
 

鷲
田
電
気
設
備
代
表
者
ご
母
堂
逝
去

二
、  

貸
付
報
告
・
無
し

三
、  

各
支
部
・
各
委
員
会
報
告
並
び
に
提
案
事
項

 
 

各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
支
部
会
議
を
開
催

四
、  

総
務
委
員
会
事
項

 

⑴ 

組
合
員
の
異
動

 

⑵ 
 

令
和
二
年
度(

第
七
十
二
回
）
通
常
総
会
の
開
催
結

果
に
つ
い
て
（
書
面
開
催
）

 

⑶ 

令
和
三
年
度
組
合
事
務
局
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

 

⑷ 

「
い
な
づ
ま
」
第
一
四
八
号
の
発
行
に
つ
い
て

 

⑸ 

令
和
二
年
度
上
期
末
決
算
及
び
監
査
に
つ
い
て

 

⑹ 
 

令
和
元
年
度
住
友
団
体
共
済
配
当
金
の
還
付
に
つ

い
て

 

⑺ 
 

組
合
新
年
会
・
永
年
組
合
員
・
永
年
勤
続
者
表
彰
式

に
つ
い
て

五
、  

事
業
委
員
会
事
項

 

⑴ 
 

二
級
引
込
線
工
事
士
・
計
測
器
工
事
士
安
全
技
能
講

習（
無
墜
落
昇
降
柱
法
訓
練
）の
実
施
結
果
に
つ
い
て

 

⑵ 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

 

⑶ 
 

第
一
種
電
気
工
事
士
試
験
（
筆
記
）
準
備
講
習
会
の

開
催
結
果
に
つ
い
て

 

⑷ 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
取
付
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

 

⑸ 
 「

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
特
別
教
育
」
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

 

⑹ 
 

第
一
種
電
気
工
事
士
試
験
（
技
能
）
準
備
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

 
 

第
七
回
役
員
会 

三
・
二
・
十
九

一
、  

経
過
報
告
・
無
し

二
、  

貸
付
報
告
・
無
し

三
、  

各
支
部
・
各
委
員
会
報
告
並
び
に
提
案
事
項

 
 

各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
支
部
会
議
を
開
催

四
、  

総
務
委
員
会
事
項

 

⑴ 
 

令
和
二
年
十
月
三
十
日
開
催
第
五
回
役
員
会
以
降
の

組
合
行
事
に
つ
い
て

 

⑵ 
 

令
和
二
年
度
永
年
組
合
員
・
永
年
勤
続
者
表
彰
に
つ

い
て

 

⑶ 

「
い
な
づ
ま
」
第
一
四
九
号
の
発
行
に
つ
い
て

 

⑷ 

令
和
三
年
度
行
事
予
定
に
つ
い
て

五
、  

事
業
委
員
会
事
項

 

⑴ 
 「

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
特
別
教
育
」
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

 

⑵ 
 

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

 

⑶ 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
撤
去
工
事
に
つ
い
て

　
　

組

合

行

事

10
月
５
日 

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

 

15
日 
 

道
工
業
組
合
事
務
局
長
会
議
に
奥
村
事
務
局
長
出

席
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

 

27
日 

 

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習
（
フ
ォ
ー
ポ
イ
ン

ト
バ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
函
館
＝
八
十
一
名
受
講
）

 

30
日 

第
五
回
役
員
会

 

仝
日 

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

11
月
６
日 

中
間
監
査

 

９
～ 

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
取
付
工
事
（
八
幡
坂
・
二
十

 

16
日 

間
坂
・
明
治
館
前
通
り
・
開
港
通
）

 
11
日 

 

大
倉
副
理
事
長
、
道
工
業
組
合
監
査
実
施
（
書
面

監
査
）

 

12
日 

 
道
工
業
組
合
役
員
会
に
玉
津
理
事
長
・
大
倉
副
理

事
長
出
席
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

 

27
日 

 
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
特
別
教
育
講
習
会
（
組

合
会
議
室
＝
二
十
七
名
受
講
）

 

28
～ 

 

第
一
種
電
気
工
事
士(

技
能
）
受
験
準
備
講
習
会

 

29
日 

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
＝
十
八
名
）

12
月
１
日 

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

 

５
日 

 

第
一
種
電
気
工
事
士(
技
能
）
受
験
準
備
講
習
会

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
＝
十
八
名
）

 

10
日 

 

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

１
月
７
日 

正
副
理
事
長
・
事
務
局
長
会
議

 

21
日 

 

道
工
業
組
合
役
員
会
に
玉
津
理
事
長
・
大
倉
副
理

事
長
出
席
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

 

仝
日 

八
雲
支
部
安
全
祈
願
祭

 

28
日 

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

２
月
９
日 

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

 

15
日 

正
副
理
事
長
・
事
務
局
長
会
議

 

19
日 

第
七
回
役
員
会

３
月
３
日 

い
な
づ
ま
編
集
会
議

 

５
日 

 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
特
別
教
育
講
習
会
（
組

合
会
議
室
＝
三
十
二
名
受
講
）

 

11
日 

 

道
工
業
組
合
事
務
局
長
会
議
に
奥
村
事
務
局
長
出

席
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

 

16
日 

 

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習
（
フ
ォ
ー
ポ
イ
ン

ト
バ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
函
館
＝
八
十
九
名
受
講
）

 

18
日 

 

人
材
育
成
研
究
会
（
組
合
会
議
室
）

 

22
日 

 

西
部
支
部
会
議

　
　

組
合
員
の
異
動

◎　

代
表
者
の
変
更 

（
新
） 

（
旧
）

一
、 

㈲
手
塚
電
気 

 

代
表
取
締
役 

土
門　
　

健 

手
塚　
　

保

一
、 

㈱
依
田
電
気
工
事 

 

代
表
取
締
役 

依
田　

貴
志 

依
田　

幸
三

 
 

 

一
、 

エ
ル
電
㈱
江
差
営
業
所 

 

営
業
所
長 

佐
藤　

健
一 

工
藤　
　

仁 
 
 

 
 

◎　

住
所
変
更

一
、 

真
友
電
気

 

（
新
）
松
前
郡
松
前
町
字
建
石
六
九

－

九

 

　
　

 

電
話
番
号　
　

〇
一
三
九

－

四
六

－

七
七
七
七

 

　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

〇
一
三
九

－

四
六

－

七
七
七
八

 

（
旧
）
松
前
郡
松
前
町
字
弁
天
二
三

 

　
　

 

電
話
番
号　
　

〇
一
三
九

－

四
二

－

五
一
七
一

 

　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

〇
一
三
九

－

四
二

－

三
二
三
二

一
、 

㈲
中
浜
電
気

 

（
新
）
函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九

－

三
五
五

 

　
　

 

電
話
番
号　
　

〇
一
三
八

－

四
九

－

六
五
六
五

 

　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

〇
一
三
八

－

四
九

－

六
五
六
五

 

（
旧
）
函
館
市
山
の
手
二
丁
目
一
五

－

一

 

　
　

 

電
話
番
号　
　

〇
一
三
八

－

三
二

－

六
〇
三
二

 

　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

〇
一
三
八

－

三
二

－

六
〇
三
三
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今
年
度
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
関
連
事
業
は
昨
年
同
様
、
西

部
地
区
の
「
は
こ
だ
て
冬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
に
加
え
、
函
館
市
湯
川
町
の
花
び
し
ホ
テ
ル
そ
ば
の
足
湯

か
ら
海
岸
線
の
漁
火
通
り
に
続
く
鮫
川
沿
い
の
道
路
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
「
湯
の
川
冬
の
灯
イ
ベ
ン
ト
」
の
二

箇
所
を
施
工
し
ま
し
た
。

　

取
付
工
事
で
は
、
西
部
地
区
が
十
一
月
九
日
～
十
六
日
ま
で
、

延
べ
八
社
七
十
六
名
の
電
工
と
五
十
二
台
の
高
所
作
業
車
を
動

員
し
て
施
工
さ
れ
、
湯
川
地
区
は
昨
年
と
同
様
に
㈱
対
馬
電
設

さ
ん
に
施
工
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
湯
川
地
区
は
、
漁
火
通
り
側
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や
街
道
沿
い
の
植
栽
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
新
設
す
る

な
ど
、
昨
年
度
よ
り
も
大
幅
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
、
見
ど

こ
ろ
が
豊
富
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
営
業
自

粛
に
よ
り
観
光
客
の
出
足
は
鈍
か
っ
た
気
が
し
て
お
り
、
と
て

も
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

組
合
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
八
幡
坂
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
敷
設
し
て
以
来
、
現
在
ま
で
継
続
し
た
函
館
電

気
工
事
組
合
独
自
の
事
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
冬
季
の
函

館
市
の
観
光
の
一
助
と
な
る
地
域
貢
献
の
観
点
か
ら
も
今
後
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 は

こ
だ
て
冬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆

湯
の
川
冬
の
灯
イ
ベ
ン
ト

　

本
誌
が
発
行
さ
れ
る
三
月
下
旬
に
は
、
二
月
末
で
点
灯
期
間

を
終
了
し
た
湯
川
地
区
の
撤
去
工
事
が
完
了
し
、
ま
た
、
三
月

末
で
点
灯
期
間
が
終
了
す
る
西
部
地
区
の
撤
去
工
事
が
四
月
上

旬
に
施
工
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
が
完
了
す
る
と
、
今
年
度
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
関
連
事
業
は
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

取
付
工
事
・
撤
去
工
事
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
組
合

員
と
そ
の
従
業
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
誌
上
を
お
借
り
し
て
改
め

ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

電
設
業
務
研
修
会

　

電
設
業
務
研
修
会
は
道
工
組
の
規
定
で
あ
る
「
工
事
適
正
化

運
用
要
領
」
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
二
月
か
ら
三
月
末
日

ま
で
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
研
修
会
で
、
重
要
な
周

知
事
項
や
新
工
法
、
新
資
材
を
紹
介
す
る
場
と
し
て
、
例
年
多

く
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
開
催
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
が
終
息
す
る
気
配
に
な
い
こ
と
か
ら
、
重
要
な
内
容
を
周
知

す
る
予
定
で
お
り
ま
し
た
が
、
や
む
を
得
ず
書
面
に
て
開
催

し
、
全
組
合
員
へ
資
料
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

具
体
的
な
周
知
内
容
と
し
て
は
、
四
月
一
日
受
付
分
よ
り

低
圧
電
設
申
込
の
帳
票
が
変
更
に
な
る
こ
と
で
す
。
電
気
工

事
届
、
電
気
工
事
設
計
書
、
し
ゅ
ん
工
調
査
票
が
廃
止
と
な

り
、
そ
の
代
わ
り
に
そ
の
三
種
類
の
帳
票
を
集
約
し
た
『
し
ゅ

ん
工
調
査
票
兼
お
客
さ
ま
電
気
設
備
図
面
』
を
全
て
の
低
圧
電

設
申
込
で
使
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
変
更
は
使
用
す
る
帳
票
の
み
の
変
更
で
、
従
量

電
灯
や
定
額
、
臨
時
な
ど
の
従
来
契
約
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

は
、
書
面
に
よ
る
窓
口
受
付
、
エ
ネ
と
く
プ
ラ
ン
な
ど
の
新
メ

ニ
ュ
ー
や
他
社
契
約
に
つ
い
て
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
に
よ
る
受
付
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
こ
の
た
び
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
資
料
を
熟
読
の
う
え
、
低
圧
電
設
工
事
申
込

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
見
は
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の
申
込
は
窓
口
受
付
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
受
付
へ
と
変
更
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
新
様
式
は
紙
媒
体
も
組
合
に
て
販
売
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
集
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
適
宜

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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今
年
度
の
永
年
組
合
員
・
永
年
勤
続
者
表
彰
式
並
び
に
新
年

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
状
況
を
鑑

み
、
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
組
合
員
と
そ
の
勤
続
者
の
永
年
の
功
績
を
称
え
、
ま

た
組
合
員
相
互
の
親
睦
の
場
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
開
催
中
止

は
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
次
年
度
開
催
で
き
る
こ
と
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
永
年
組
合
員
と
永
年
勤
続
者
に

つ
い
て
は
別
表
に
記
載
し
、
そ
の
皆
さ
ま
に
は
、
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
永
年
の
功
績
に
対

し
、
敬
意
と
祝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
二
年
度

永
年
組
合
員
・
永
年
勤
続
者
表
彰
者
名
簿（
敬
称
略
）

（
永
年
組
合
員
）

事

業

所

名

組
合
加
入
七
十
年

五
　

社

ユ

タ

カ

電

機

㈱

大

倉

電

気

㈱

梶
原
電
気
工
業
㈱

㈱
谷
電
気
工
業
所

日

興

電

気

㈱

組
合
加
入
六
十
年

四
　

社

葛

西

電

気

商

会

㈲
佐
々
木
電
気
工
業
所

㈲
宮
本
電
気
商
会

日
東
電
気
工
事
㈱

組	

合	

加	

入	

五
十	

年

五
　
　
社

㈲
七
尾
電
気
工
業

館
脇
電
気
工
業
㈱

㈱

明

和

電

設

㈲
高
瀨
電
気
商
会

㈲

森

電

設

組	

合	

加	

入	

四
十
年

四
　
　
社

ひ
か
り
電
気
工
事

㈲
イ
ナ
ミ
電
気
工
業

㈲
新
光
電
気
工
業

㈲

宮

川

電

気

組	

合	

加	

入	

三
十
年

三
　
　
社

㈱

外

山

電

工

㈲

澤

谷

電

工

㈱

北

幸

（
永
年
勤
続
者
）

事

業

所

名

氏

名

勤
続
三
十
年
以
上

一
　
　
名

㈲
七
尾
電
気
工
業

石

塚
　

幸

樹

勤
続
二
十
五
年
以
上

三
　
　
名

飯

田

電

気

商

会

千　

田　
　

浩　

法

タ
マ
ツ
電
機
工
業
㈱

米　

谷　
　

伸　

彦

㈱
富
岡
電
気
工
事

渡　

邉　
　

義　

隆

勤
続
二
十
年
以
上

一
　
　
名

タ
マ
ツ
電
機
工
業
㈱

奥　

田　
　

正　

昭

勤
続
十
年
以
上

五
　
　
名

三

和

防

災

㈱

小
山
内　
　

康　

弘

三

和

防

災

㈱

鹿　

野　
　

貴　

幸

北

盛

電

工

㈱

寺　

田　
　

真　

規

北

興

通

信

㈱

長　

坂　
　

真　

世

組

合

事

務

局

奥　

村　
　

喜　

弘

  

岩　

並　
　
　

輝　
　
　

　

こ
の
度
、
組
合
事
務
局
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
岩
並
輝
（
い
わ
な
み
ひ
か
る
）
と
申
し
ま
す
。
三
月
に

函
館
工
業
高
校
の
電
気
科
を
卒
業
し
て
、
四
月
か
ら
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
初
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
趣
味
は
絵

画
制
作
で
、
模
写
や
風
景
画
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
す
。
ま

た
、
特
技
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、
中
学
で
辞
め
て
し
ま
い

ま
し
た
が
空
い
た
時
間
に
体
育
館
や
ア
リ
ー
ナ
で
バ
ス
ケ
を
し

て
い
ま
す
。

　

私
が
主
に
担
当
す
る
の
は
、
資
材
管
理
の
業
務
で
す
。
本

来
、
冬
休
み
の
初
め
か
ら
研
修
を
行
う
は
ず
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
冬
休
み
の
開
始
時
期
が
ず
れ
て
し

ま
い
冬
休
み
中
の
研
修
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
二

月
か
ら
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
期
間
が
短
い
中
で
覚
え

る
こ
と
が
沢
山
あ
る
た
め
職
場
の
先
輩
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
家
で
も
勉
強
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
組
合
事
務
局
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
組
合
員
の

方
々
に
沢
山
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
日
で
も
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
、
職
場
の
方
々
、
組
合

員
の
方
々
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

組
合
は
仕
事
の
ほ
か
に
楽
し
そ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

社
会
人
一
年
目
な
の
で
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
沢
山
の
こ
と
を
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

新
職
員
の
紹
介

令
和
二
年
度

令
和
二
年
度

永
年
組
合
員
・

永
年
組
合
員
・

永
年
勤
続
者
表
彰

永
年
勤
続
者
表
彰
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発
行
所　
函
館
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

編
　
集　

総
務
委
員
会

住
　
所　

函
館
市
日
乃
出
町
７
番
22
号

印
刷
所　

龍
文
堂
印
刷
株
式
会
社

題 

字
　 

　
小 

寺 

寬 

一
（
第
二
代
理
事
長
）

新
加
入
組
合
員
の
紹
介

　

令
和
二
年
度
加
入
の
組
合
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 

鈴
木
電
工
㈱
（
東
部
支
部
）

 

鈴　

木　

篤　

史

 

昭
和
五
十
二
年
一
月
十
八
日
生

 
函
館
市
乃
木
町
六
─

五

	
電
話
　
〇
一
三
八
─

八
六
─

六
五
三
七

推
薦
人
─

ユ
タ
カ
電
機
㈱
・
㈱
川
瀬
電
工

	

（
加
入
年
月
日
＝
令
和
二
年
十
一
月
五
日
）

　
　

お

悔

や

み

令
和
二
年

九
月
二
十
一
日

鷲
田
電
気
電
気
設
備　

代
表
者

ご
母
堂　

鷲
田
恵
智
子
殿
ご
逝
去

十
一
月
十
四
日

㈱
若
狭
電
気　

代
表
者

ご
母
堂　

若
狭　

博
子
殿
ご
逝
去

■
今
月
の
表
紙
に
つ
い
て

『
湯
の
川
温
泉
足
湯
　
～
湯
巡
り
舞
台
～
』

　『
湯
の
川
冬
の
灯
り
』
と
題
さ
れ
て
湯
川
地
区
に
施
し
た
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
昨
年
よ
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
二

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
引
き
続
き
『
和
と
モ
ダ
ン
の
融
合
』
を
テ
ー
マ
と

し
、
函
館
駅
前
や
西
部
地
区
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
一
線

を
画
し
、
ま
さ
に
和
と
モ
ダ
ン
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
独
特
な
世

界
観
で
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
入
口
と

な
る
足
湯
の
写
真
を
表
紙
と
し
て
採
用
し
、
今
回
も
伊
東
理
事

に
撮
影
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

編
集
後
記

　

こ
こ
数
年
Ｔ
Ｖ
タ
レ
ン
ト
、
企
業
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
『
炎
上
』

が
話
題
に
あ
が
る
こ
と
を
多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

『
炎
上
』
と
は
、「
ネ
ッ
ト
上
の
特
定
の
対
象
に
対
し
て
批
判
が

殺
到
し
、
収
ま
り
が
つ
か
な
い
よ
う
な
状
態
」「
特
定
の
話
題

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型

墜
落
防
止
器
具
に
つ
い
て

 

　

重
篤
事
故
が
多
発
す
る
高
所
か
ら
の
墜
落
、
転
落
災
害
を
防

ぐ
目
的
で
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
政
令
）
と
労
働
安
全
衛
生
規

則
（
省
令
）
が
改
正
さ
れ
、
令
和
四
年
一
月
二
日
よ
り
完
全
施

行
さ
れ
ま
す
。

　

安
全
帯
と
し
て
い
た
名
称
が
墜
落
防
止
器
具
に
改
め
ら
れ
、

二
ｍ
以
上
の
作
業
床
が
な
い
箇
所
ま
た
は
作
業
床
の
端
、
開
口

部
等
で
囲
い
・
手
す
り
等
の
設
置
が
困
難
な
箇
所
の
作
業
で
の

墜
落
防
止
器
具
は
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
の
着
用
者
が
地
面
に
到
達
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
（
高
さ
六
．
七
五
ｍ
以
下
）
は
胴
ベ
ル
ト
型
（
一

本
つ
り
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
際
、
Ｕ
字
つ

り
胴
ベ
ル
ト
は
、
墜
落
防
止
器
具
と
し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
Ｕ
字
つ
り
ベ
ル
ト
を
使
用
す
る
際
は
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

型
と
の
併
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
か
ら
の
発
注
工

事
で
電
柱
に
昇
降
柱
す
る
際
に
も
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
防

止
器
具
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
五
年
に
一
度
受
講
し

て
い
る
引
込
線
工
事
士
安
全
技
能
講
習
（
無
墜
落
昇
降
柱
法
訓

練
）
に
お
い
て
も
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
防
止
器
具
を
使
用
し

た
講
習
と
な
り
ま
す
の
で
、
組
合
で
は
昨
年
七
月
に
全
組
合
員

へ
斡
旋
販
売
の
ご
案
内
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
購
入
さ

れ
て
い
な
い
組
合
員
の
方
は
漏
れ
な
く
購
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
防
止
器
具
に
関
わ
る
特
別
教

育
を
受
講
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
組
合
で
は
令
和
二

年
度
中
に
特
別
教
育
講
習
会
を
二
度
開
催
し
、
令
和
三
年
度
も

数
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
業
協
会
で

特
別
教
育
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
際
に
も
、
そ
の
お
知
ら
せ
も

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
受
講
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
関
す
る
議
論
の
盛
り
上
が
り
方
が
尋
常
で
は
な
く
、
多
く
の

ブ
ロ
グ
や
掲
示
板
な
ど
で
バ
ッ
シ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
」
状
態
を

い
い
ま
す
。
な
か
に
は
女
子
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
が
亡
く
な
る
事
件

も
起
き
ま
し
た
、
こ
れ
も
人
気
テ
レ
ビ
番
組
に
端
を
発
す
る
こ

と
か
ら
ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
中
傷
・
非
難
が
お
き
、
耐
え
切
れ
ず

お
こ
っ
た
事
件
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
で
匿
名
の

顔
の
見
え
な
い
場
所
か
ら
他
人
を
行
き
過
ぎ
た
中
傷
す
る
行
為

に
つ
い
て
の
事
件
が
増
え
て
お
り
、
法
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
こ
こ
最
近
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
『
自
粛
警
察
』

や
『
マ
ス
ク
警
察
』
さ
ら
に
は
『
感
染
者
へ
の
中
傷
』、『
医
療

従
事
者
へ
の
中
傷
』
な
ど
と
、
相
変
わ
ら
ず
見
ず
知
ら
ず
の
相

手
へ
偏
っ
た
正
義
感
を
押
し
付
け
、
攻
撃
す
る
人
達
の
問
題
が

連
日
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
粛
の
長

期
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
、
い
つ
ま
で
続
く
か
先
行
き
の
見
え

な
い
不
安
、
今
後
の
経
済
や
生
活
に
対
す
る
不
安
な
ど
が
こ
こ

ま
で
人
間
の
本
質
を
露
呈
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
達
が
身
の
置
く
建
設
業
界
は
ま
だ
比
較
的
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
先
日
、
北
海
道
建
設

新
聞
で
行
っ
た
道
内
主
要
ゼ
ネ
コ
ン
に
二
〇
二
一
年
度
の
建
設

業
の
実
績
、
展
望
を
探
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
公
共
工
事
の
受
注
見
通
し
が
悪
化
す
る
と
の
回
答
は
半
数

以
上
と
な
り
、
民
間
工
事
に
お
い
て
は
八
割
が
悪
化
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
返
答
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

飲
食
業
や
観
光
産
業
な
ど
は
す
で
に
壊
滅
的
状
況
の
な
か
、

建
設
業
へ
の
波
及
は
考
え
ら
れ
な
い
話
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
か
す
る
と
バ
ブ
ル
崩
壊
以
来
の
不
況
に
お
ち
い
り
、
工
事
量

の
減
少
、
業
績
悪
化
な
ど
の
影
響
か
ら
他
社
へ
の
中
傷
や
足
の

引
っ
張
り
合
い
、
さ
ら
に
は
過
当
競
争
が
起
き
る
な
ど
、
あ
り

え
な
く
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
事
業
も
中
々
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
も
し
も
こ

の
よ
う
な
事
態
が
あ
っ
た
時
に
こ
そ
団
結
し
て
対
応
し
て
い
け

る
よ
う
な
団
体
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。 �
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